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一般質問

問	

小
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い

る
特
筆
す
べ
き
防
災
訓
練
は
。

答	

教
育
部
長　
さ
ま
ざ
ま

な
想
定
を
し
て
実
践
的
な
避
難

訓
練
を
各
学
期
２
回
程
度
実
施
。

問	

11
月
に
防
災
教
育
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
ア
イ
リ
ン
ブ

ル
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
。

答	

教
育
部
長　
震
災
を
伝

え
る
希
望
の
花
と
な
る
よ
う
市

内
小
中
学
校
に
植
栽
。

問	

小
中
学
校
の
防
災
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
、
地
域
と
の
連
携
に
関

し
て
明
記
し
て
あ
る
の
か
。

答	

教
育
部
長　
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
な
い
。
十
四
山
中
学
校
を

中
心
と
し
た
地
域
一
帯
の
防
災

訓
練
を
冊
子
に
し
て
い
る
。

問	

具
体
的
に
地
域
と
連
携
し

た
訓
練
内
容
は
。

答	

教
育
部
長　
地
域
と
連

携
は
し
て
い
る
が
、
一
体
と
な

っ
た
防
災
訓
練
と
は
言
え
な
い
。

問	

白
鳥
小
学
校
で
の
防
災
訓

練
の
反
省
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か

ら
の
学
校
と
地
域
と
の
訓
練
の

在
り
方
は
。

答	

教
育
長　
連
携
を
基
に

　
　
　
　

し
た
避
難
訓
練
の
デ

　
　
　
　

ー
タ
や
反
省
を
積
み

　
　
　
　

上
げ
、
学
区
毎
の
危

　
　
　
　

�

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
研
究
し
て
い
く
。

問	

27
年
度
か
ら
の
中
間
管
理

機
構
へ
の
集
積
面
積
お
よ
び
集

積
率
は
。

答	

開
発
部
長　
合
計
で
集

積
面
積
は
２
７
０
・
７
ha
。
集

積
率
は
16
・
８
％
。

問	

円
滑
化
事
業
と
合
わ
せ
た

面
積
は
。

答	

開
発
部
長　
集
積
面
積

は
約
６
２
９
ha
。
集
積
率
は

39
・
１
％
。

問	

市
内
10
　ha
以
上
の
農
地
面

積
の
あ
る
集
落
に
お
い
て
、
50

％
以
上
の
中
間
管
理
機
構
へ
集

積
さ
れ
て
い
る
件
数
は
。

答	

開
発
部
長　
４
集
落
。

問	

土
地
改
良
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
農
地
中
間
管
理
機
構

関
連
農
地
整
備
事
業
の
進
め
方

と
、
市
内
開
発
と
の
関
係
は
。

答	

市
長　
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
が
進
み
農
地
集
積
は
80

％
近
く
に
な
る
。
一
方
で
、
本

市
の
利
便
性
の
良
さ
が
農
地
以

外
に
利
用
し
た
い
と
い
う
要
望

も
多
い
。
農
地
中
間
管
理
権
の

条
件
上
、
15
年
間
は
転
用
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
地
権
者
と
土

地
の
利
用
の
方
向
性
を
十
分
話

し
合
い
た
い
。

三浦 義光 議員
市政会

問
答

農地中間管理
事業の考え方は

実施地域の土地
活用を検討する

▲市内全ての小中学校に植栽

▲市内における基盤整備の模様

問 学校と地域が連携した防災を
答 命を守る防災教育の推進を図る

12
月
議
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
案
等
の
賛
否
状
況
一
覧

お
し
ら
せ

特
集（
民
生
委
員
っ
て
ど
ん
な
人
？
）

一
般
質
問


